
一人になる
学校林の木々は赤や黄色の鮮やかな紅葉に変わってきました。朝晩は肌寒く感じますが、子ども

たちは、青空の下、校庭で元気に遊んだり、各学級の活動に一生懸命取り組んだり、充実した秋を

過ごしています。

長い２学期の約半分が終わろうとしています。引き続きコロナ対策を万全に行い、児童のみなさ

んが安心して２学期の学習に取り組めるよう子どもたちの活動を支えていきたいと思っています。

（前略）最近、掃除の時間に、校舎内を回ってみると、静かに

掃除ができている場所と、そうではないところがあることがわかりま

した。１年生の廊下を通りかかると、だまって一人で雑巾がけをし

ている子を見つけました。２年生でも、一人で黙々と取り組んでい

る人がいました。廊下のどこがよごれているのかをしっかりと見て、

隅々まで拭いていました。中央階段を、上から下まで一人で掃除している人もいます。一生懸命に拭

いている手には、力が入っています。（中略）

一人で、黙々と掃除していると、どんないいことがあると思いますか？私は、次の４つのいいことがあ

ると思います。

一つ目は、集中力がつきます。一日15分間の掃除、年間約200日の登校日があります。それが6年

間、全部で18000分、時間にして300時間、登校日数で考えたら、約40日間も、集中しているということ

になるのです。そんなに長い時間をかけて、集中を繰り返しているのだから、集中力が高まるのも当たり

前です。

二つ目は、掃除が上手になります。掃除の技術は、大人にとって仕事のようなものです。今から、働く

力を身に付けられたら、大人になった時に、仕事のできる信頼される人になりますね。

三つ目は、気づく力が高まります。どこが汚れていて、何をすればよいか分かる気づく力は、勉強にも

役立ちます。高学年や中学生・高校生になると、テスト勉強をしなければなりません。自分の弱いところ

を見極め、何をすればよいかを知るには、気づく力が絶対に必要です。気づく力がついている人は、勉

強でも、人間関係でも力が発揮できるのです。

一人になること。それは、自分にある力を発揮する一つの方法です。一人になって黙々と掃除する。

それは、自立や成長につながります。今まで、ついつい、友達と話して掃除をしていた人は、今日から、

一人になってやってみてください。きっと自分の中に隠れている力を感じることができますよ。（後略）

校長講話・・その後の子どもたち
校長講話の後、子どもたちの清掃の姿に少しずつ変化が見られています。

「一人で」「もくもくと」「すみずみまで」が合い言葉のように響いたように感じます。

【児童の感想より】

★校長先生のそうじの話で、6年間で300時間集中してそうじをやっているとは思いま

せんでした。これからも集中して静かにすみずみまで黙々とそうじをしていきたい

し、低学年のお手本として、6年生を見習ってそうじをしていきたいです。（5年生）

★そうじをしたら、４つもよいことがあるなんて知りませんでした。がんばってやり

たいです。「そうじ中は一言もしゃべらない」をやってみようと思います。（4年生）

★前はそうじの時、うるさくしてしまたけど、今日からはじょうずにもくもくと

すみずみまでやって、西部小学校をきれいにしたいです。（3年生） 【寄せられた感想の数々】
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「西部小の子どもを語る会」を開催しました
～あたたかなつながりをつくっていきましょう～

１０月１５日（木）「西部小学校の子どもを語る

会」を開催しました。学校に関わる地域の皆様１

４名が出席してくださり、西部小学校の子どもた

ちのよさや課題について、意見を交換し、子ども

たちを取り巻く我々大人たちが、子どものために

何ができるかを話し合いました。

話し合いの様子を以下にまとめました。「あたた

かなつながりをつくっていくこと」の大切さを確

認できた会となりました。地域の皆様、保護者の

皆様と心を通わせあいながら、子どもたちを育て

ていきたいと思います。また、このような機会を

きっかけとし、地域のつながりが強くなり、より居心地のよい地域になることを願っております。

西部小の子どものよさ 課題

・横断歩道でのあいさつや会釈が素晴らしい。 ・あいさつをしても返事が返ってこない。

・話の聞き方が上手。 ・自分を表現するのが苦手。

・大変素直で、物事に一生懸命に取り組む。 ・自分から主体的に動くことが難しい。

・感受性が豊か。 ・人と関わることを恥ずかしがる。

子どもたちを取り巻く私たち大人がしていきたいこと

・学校・家庭・地域で連携し、「あいさつのできる子ども」を育てていきましょう。

・会釈ができる、話を聞ける、素直で一生懸命、感受性豊か・・

子どもたちのこの素晴らしさを褒め、更に伸ばしていきましょう。

・人と人とのあたたかなつながりを感じた時、子どもは変わっていきます。

あたたかなつながりのある学校・家庭・地域をつくっていきましょう。

おしらせとおねがい

１ ALT（Assistant Language Teacher）外国語指導助手 臨時後任について

・ALTの臨時後任として、１０月よりS先生が勤務しています。

主に１～３年生の外国語活動に携わります。

新型コロナウィルス感染防止のため、現在の所、海外からの外国人スタッフの受け入れが

厳しい状況になっています。ご理解いただきますようお願いします。

２ 登校時刻について

・登校時刻は８：００～８：１５です。

大変早く来て、玄関で待っているお子さんがいますが、家を出る時間を調節して、

８：００以降に学校に着くように登校してもらいたいと思います。

児童玄関入り口に工事用の足場が設置されます。安全面の管理上においてもご協力をいた

だきたく思います。よろしくお願いいたします。


